
冒
頭
、
権
田

委
員
長
か
ら

「
６
月
～
11
月

定
期
大
会
ま
で

何
を
行
う
か
議

論
す
る
た
め
、

活
発
な
意
見
交

換
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
上
田
副

執
行
委
員
長
か

ら
２
月
以
降
の

組
合
活
動
状
況

と
、
４
月
の
人
事
異
動
に

お
い
て
１
名
の
委
員
の
欠

員
が
生
じ
た
救
援
委
員
会

委
員
の
選
出
報
告
。
さ
ら

に
、
兵
藤
選
挙
管
理
委
員

長
か
ら
同
じ
く
人
事
異
動

に
お
い
て
青
年
部
常
任
委

員
、
現
業
評
議
会
副
議
長

の
欠
員
に
対
す
る
選
挙
管

理
委
員
会
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

全
て
の
報
告
事
項
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
、
権
田
執

行
委
員
長
か
ら
総
合
要
求
・

職
場
要
求
、
現
業
職
員
給

与
見
直
し
、
経
営
改
善
、

経
営
形
態
の
見
直
し
、
職

員
の
欠
員
充
足
、
看
護
師

の
離
職
防
止
、
次
期
役
員

体
制
な
ど
の
第
１
号
議
案

「
当
面
の
取
り
組
み
」
を

説
明
。

小
出
組
織
部
長
か
ら
第

２
号
議
案
「
補
償
委
員
会

員
の
選
出
」
、
第
３
号
議

案
「
副
執
行
委
員
長
、
執

行
委
員
定
数
に
つ
い
て
」

第
４
号
議
案
「
犠
牲
者
救

援
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

質
疑
・
応
答
の
後
、
全

議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
、
新
實
議
長

に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

に
て
終
了
し
ま
し
た
。

《

質
疑
・
応
答

》

（
質
問
）
登
坂
委
員
（
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

今
後
の
取
り
組
み
で
、

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新

同
日
、
県
職
連
合
第
19

回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

６
月
ま
で
の
活
動
報
告

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

棟
開
棟
、
後
期
工
事
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、

前
期
工
事
で
は
開
棟
し
て

か
ら
の
情
報
開
示
が
少
な

く
、
開
棟
後
に
混
乱
が
あ
っ

た
。
後
期
工
事
で
は
情
報

提
供
さ
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

前
期
工
事
で
は
情
報
が

二
転
三
転
し
た
。
機
会
あ

る
毎
に
働
き
か
け
て
い
く
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №96

県立病院ではたらく仲間をつなぐ
２０１６．７．１５
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〒460-0001 名古屋市中区三の丸３－２－１
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電話(052)212-8031 FAX(ﾌﾘｰｱｸｾｽ)0120-930-340
メールアドレス byoin@aichikenshoku.gr.jp
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６
月
23
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
で
第
19
回
中
央
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
定
数
25
名
の
う
ち
、
21
名
の
出
席
と

４
名
の
委
任
状
提
出
が
あ
り
、
２
月
開
催
の
第
18

回
中
央
委
員
会
以
降
の
活
動
と
選
挙
管
理
委
員

会
の
報
告
、
11
月
ま
で
の
運
動
方
針
、
補
償
委
員

会
規
則
改
正
な
ど
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2016年７月15日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №96 (4)

６
月
23
日
、
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

で
「
委
員
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

38
人
が
腕
を
競
い
、
マ
イ
シ
ュ
ー

ズ
持
参
の
参
加
者
も
。
笑
顔
と

悔
し
涙
？
で
、
日
頃
顔
を
合
わ

せ
な
い
他
病
院
の
組
合
員
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ゲームの後は
みんなで
カンパーイ！



2016年７月15日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №96 (2)(3)

日 時：２０１６年８月２１日（日）
（雨天決行）

募集人員：４５名（定員を超えた場合は抽選になります）
※家族は同居に限る。 最少催行人員30名

参 加 費 ：大人 (中学生以上) ５，２００円
小人 (３歳～小学生） ４，７００円
幼児 (３歳未満) ５００円
※チャイルドシートの用意はありません。
※3歳未満バスの座席はありません。

募集締切 ２０１６年７月２５日(月)
申込方法 職場に配布の申込書に記入の上、

ＦＡＸにてお申込みください。
（ＦＡＸがない場合のみＴＥＬ可）

申込先 東洋ツーリスト㈱
愛知県知事登録旅行業第2-609号

名古屋市北区八龍町１－２５－２
ＦＡＸ０５２－９１６－１７２０
ＴＥＬ０５２－９１６－１７１７

記念講演「笑って死ねる病院」の講演を聴講し感じたこと

は、「自分はここまで患者のことを考えて看護できているか」

ということだった。

日々の業務をこなしていくなかで、「次はこれ、次はこれ

をやらないと」と、業務のことばかり考えて、患者のことは

後回しになってしまうことがある。今回、様々なケース（自

宅へ帰る、新幹線に乗る、結婚式を開くなど）を聞き、患者

と患者の家族、そして病院が一丸となって、患者の願いを実

現していると感じた。何より、患者の願いをかなえたいと提

案した発案者は、いろいろな葛藤の中発言したのかと思う。

今の私には、その発案をすることは難しいが、今後、患者と

のかかわりの中で「この人にはどのようなことが必要なのか」

と考えて、行動できるような看護師になりたいと感じた。

精神医療・保健・福祉分科会に参加して、地域で生活する

精神障碍者の実情を知ることができた。一人一人の個性を活

かした活動を実施していて、参加している全員が目を輝かせ

て体験談を語っているのを見て、その体験をして楽しいんだ

ということがひしひしと伝わってきた。

今後、患者の退院支援など行っていく中で今回見聞きした

ことを少しでも、伝えることができたらと思う。また、精神

障碍者の就労支援については、まだピンとこないところが多

かったが、今後患者とかかわっていく中で必要になる分野だ

と感じた。

今回研究集会に参加し、今後の看護に生かしていきたい。

佐藤沙紀（精神医療センター）

今回、千葉の幕張メッセで開催されるということで初めて

参加させていただきました。

そもそも「医療研究」とは何か。

「医療研究」は「国民のための医療を確立すること」を目的

に1969年にスタートしました。患者、国民のための医療なの

におかしいぞ？と思ったら、医療機関で実態調査と問題点検

活動をし、その研究結果を全国集会で発表していく。あくま

でも実践に結びつけるために、全国の医療従事者が集まって

改善の前に立ちはだかるものを一緒に考えましょう、という

ところでしょうか。

三重短期大学の長友薫輝先生が「社会保障解体攻撃への対

抗～医療保障と平和主義の一体的関係～」を記念講演されま

した。

この講演の中で「無知、無関心は罪である」と、社会保障

制度についての問題提起がありました。私は政治、経済にあ

まり関心がありませんでしたが、看護師という自分の立場か

らできることをこの「医療研究集会」で学習し、知識を得る

ことができました。

これからは、また違った面から物事を考えることができる

ようになった気がします。ありがとうございました。

ぜひ
ご参加を！

昼食はＢＢＱ！

全国各地から医療従事者が集い学ぶ「医療研究集会」

へ病院組合からも参加（全国７名、愛知６名）し、参加

者から感想が寄せられました。


